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団体概要 

以下URLを参照ください。 
https://www.jtu.or.jp/organization/ 

 

小学校/中学校/高等学校/特別支援教育 

パラトライアスロン紹介の流れ（標準的な 90分の場合）、実施場所は学校の体育館を基本とする 
 
１． 講師紹介及び挨拶（5分） 
２． パワーポイントによるパラトライアスロンの紹介（実際のレースビデオ上映を含む） 35分 
３． 休憩 10分（この間に機材試乗の準備） 
４． パラトライアスロン機材試乗（60名程度までは全員試乗可、人数が多い場合は代表者）30分 

・スタッフによる乗り方の説明 

・体育館に四角のコースをコーンで作り、4グループに分けて一人が一辺を試乗 
ハンドサイクルはハンドルが遠くて中学生以上向き  
車いすレーサーは小学生でも試乗しやすい  
ハンドサイクルの方が乗り降りに時間がかかるので試乗できる人数は少なくなる 

 
５． 質疑応答 10分（質疑応答で時間調整） 
６． 終了 

講演者の謝金、交通費（実費）をご負担ください。試乗する機材の経費は
輸送を含め当方で負担いたします。 

HP ： https://www.jtu.or.jp/organization/ 

対応可能時期 

支援対象 

活動内容・活動状況 

日程が合えば随時可能です 

必要経費 

会場・定員・必要備品等 

体育館等の屋内での実施希望。一回 90分、60名程度を基本としますが
調整可。プレゼン用のプロジェクター、スクリーンは必要。 

東京パラリンピックでメダルを獲得したとはいえ、まだまだ身近で
はないパラトライアスロンの魅力を皆さんに知っていただき、 
２０２８年に開催されるロサンゼルスオリンピックに向けてパラト
ライアスロンの応援団になっていただけるようにパラトライアスロ
ンの紹介をいたします。 

担当者より一言 

https://www.jtu.or.jp/organization/
https://www.jtu.or.jp/organization/


  

 

  

 
【プレゼンテーション】 【車いすレーサー試乗】 【ハンドサイクル試乗】 

実施実績としては、東京都オリパラ教育等で、例年 15校近くの学校でパラトライアスロンの紹介を実施している。コロナ禍において

は、機材の試乗はできないが、オンラインでのパラトライアスロン紹介の授業も実施しており、今後も同様な対応は可能である。 


